










 

「遺伝性疾患の発症予防に関する研究」は「遺伝相談」を中心とした研究班と「遺伝子診

断」とその臨床応用を目指した研究班により構成されて,一年間施行された。班を組むにあ

たり,松田は本研究班の基本概念(付録参照)を設定し,各班員にはこの主旨に沿って研究活

動を行うように要請した。 

1.松井一郎を中心とする遺伝相談研究班は遺伝相談と「遺伝性疾患の診断技術向上および

普及に関する研究」を課題として選び,具体的検討事項をまとめて将来「遺伝相談マニュア

ル」を刊行することも目標としている。遺伝性疾患の発症予防の方法論として胎児診断・

胎児治療の方向性を探ることは先進諸国ではごく当然のこととされており,今後この方面

の研究が進む可能性が強い。鈴森は「胎児治療」,特に胎児外科と「遺伝相談」について内

外の情勢の解析を行った。 


